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１　物質の性質
　⑴　金属　みがくと光沢が見られる、電気をよく通す、

たたくとうすく広がる、引っぱるとよくのびる、熱を

よく伝える、などの性質がある。（→1）

　⑵　非金属　金属以外の物質。ガラスや木など。

　⑶　有機物　炭素をふくむ物質。燃やすと二酸化炭素（と

水）ができる。砂糖、木、紙、プラスチックなど。（→2）

　⑷　無機物　有機物以外の物質。金属、ガラス、水など。

炭素、一酸化炭素、二酸化炭素は無機物である。

　⑸　密度　物質 1 cm3 あたりの質量。

　　密度〔g/cm3〕＝ 物質の質量〔g〕
物質の体積〔cm3〕

２　気体の性質と集め方（→3、4）
　⑴　酸素　物を燃やすはたらきがある。二酸化マンガン

にうすい過酸化水素水を加えると発生する。

　⑵　水素　空気中で燃えると水になる。亜鉛や鉄などの

金属にうすい塩酸を加えると発生する。

　⑶　二酸化炭素　石灰水を白くにごらせる。石灰石にう

すい塩酸を加えると発生する。

　⑷　アンモニア　刺激臭があり、水に非常にとけやすい。

塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱

すると発生する。
　3いろいろな気体の性質

　

性質� 種類 酸素 二酸化炭素 水素 アンモニア 窒素
色 なし なし なし なし なし

におい なし なし なし 刺激臭 なし
空気と比べた重さ 少し重い。（1.11倍）重い。（1.53 倍）非常に軽い。（0.07倍）軽い。（0.60 倍）少し軽い。（0.97 倍）
水へのとけやすさ とけにくい。 少しとける。 とけにくい。 非常にとけやすい。 とけにくい。
水溶液の性質 — 酸性 — アルカリ性 —

その他の性質 ・�ほかの物質を
　燃やす。

・�石灰水を白く
　にごらせる。 ・�燃えて水ができる。・有毒 ・空気の体積の約 45

・燃えない。

集め方 水上置換法 水上置換法
下方置換法 水上置換法 上方置換法 水上置換法

　⑸　上方置換法　水にとけやすく、空気より軽い（空気

より密度の小さい）気体を集める方法。

　⑹　下方置換法　水にとけやすく、空気より重い（空気

より密度の大きい）気体を集める方法。

　⑺　水上置換法　水にとけにくい気体を集める方法。
水気体

4気体の集め方

上方置換法 下方置換法 水上置換法

水ができた。

1金属の性質

2有機物

磁石につくのは鉄など一部の金属の性質。

電気を通す。金属光沢がある。
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1　次の問いに答えなさい。
　⑴　鉄やアルミニウムのように、電気をよく通し、みがくと光沢が見られる物質を何というか。

� 〔 金属 〕

　⑵　⑴以外の物質を何というか。� 〔 非金属 〕

　⑶　砂糖やロウ、プラスチックなどのように、燃えて二酸化炭素や水ができる物質を何というか。

� 〔 有機物 〕

　⑷　⑶以外の物質を何というか。� 〔 無機物 〕

　⑸　物質 1 cm3 あたりの質量を何というか。� 〔 密度 〕

　⑹　二酸化マンガンにうすい過酸化水素水（オキシドール）を加えると発生し、物を燃やすはたらきがある

気体は何か。� 〔 酸素 〕

　⑺　マグネシウムなどの金属にうすい塩酸を加えると発生し、空気中で燃えて水になる気体は何か。

� 〔 水素 〕

　⑻　石灰石にうすい塩酸を加えると発生し、石灰水を白くにごらせる性質のある気体は何か。

� 〔 二酸化炭素 〕

　⑼　塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱すると発生し、水に非常にとけやすい気体は何

か。� 〔 アンモニア 〕
▶⑴〜⑷金属と非金属、有機物と無機物のちがいを徹底させる。⑸この値は物質を区別する手がかりとなる。

2　次の にあてはまる語句を書き入れなさい。

▶⑥〜⑨水にとけやすいかとけにくいか、空気より重いか軽いかにより、気体の集め方がちがうことを徹底させる。⑩〜⑰い
ろいろな気体の性質はきちんとおさえておく。

くぎ

金属・非金属

気体の性質

気体の性質による集め方

にとけやすい

空気より重い
（密度が大きい）

⑥ ⑥ にとけにくい

鉄は① ガラスは②

プラスチック
③

⑦

紙は④ 銅は⑤

⑩ ⑪

⑫

⑬

⑮

⑭

銅線

色

におい

空気と比べた重さ

水へのとけやすさ

水溶液の性質 アルカリ性

集め方

なし

なし

少し重い 非常に軽い

非常にとけやすい

軽い 少し軽い

少しとける とけにくい とけにくい

なし

二酸化炭素 アンモニア 窒素

なし

なし なし なし

なし なし

水上置換法 水上置換法
水上置換法
下方置換法

は

法 法 法

空気より軽い
（密度が小さい）

⑧ ⑨

⑯ ⑰

種類
性質

水

金属 非金属

非金属

下方置換

非金属 金属

酸素 水素

刺激臭

重い

酸性

とけにくい

上方置換 水上置換

上方置換法 水上置換法

気体
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1　A～ Fの 6個の固体があり、その質量と体積を測定し、右の方眼上に表した。これについて、次の問
いに答えなさい。

　⑴　次のア～エのうち、Bの密度に最も近いものを選び、記号で答えなさい。

� 〔 イ 〕

　　ア　0.85 g/cm3　　イ　1.35 g/cm3　　ウ　2.70 g/cm3　　エ　3.45 g/cm3

　⑵　Aと同じ物質と考えられるものを、B～ Fからすべて選び、記号で答

えなさい。� 〔 E、F 〕

　⑶　1円硬貨 1枚の質量は 1.0 g である。また、1円硬貨は Fと同じ物質で

できている。次のア～エのうち、1円硬貨1枚の体積に最も近いものを選び、

記号で答えなさい。� 〔 ウ 〕

　　ア　0.18 cm3　　イ　0.25 cm3　　ウ　0.37 cm3　　エ　0.44 cm3
▶⑴Bの質量は約 2.7 g、体積は 2.0 cm3 なので、2.7÷2.0＝1.35 g/cm3 ⑵原点と Aを通る直線上にあるEと Fは密度がAと等しいので、
同じ物質と考えられる。⑶ Fの体積と質量は 3.5 cm3 と 9.5 g、3.5：x＝9.5：1.0、x≒0.37 cm3。1円硬貨はアルミニウムである。
�

液体

固体

図１2　右の図 1、2のような装置で、固体に液体を加えて気体を発生させ、
試験管に集めた。これについて、次の問いに答えなさい。

　⑴　図１の装置で酸素を発生させるとき、用いる固体、液体の組み合わ

せとして適したものを、次のア～ウから 1つ選び、記号で答えなさい。

　　ア　固体…二酸化マンガン　液体…うすい塩酸� 〔 ウ 〕

　　イ　固体…鉄粉　液体…うすい塩酸

　　ウ　固体…二酸化マンガン　液体…うすい過酸化水素水

　⑵　図 1に示した気体の集め方を何というか。� 〔 水上置換法 〕

　⑶　図１の装置を使って液体にうすい塩酸、固体に石灰石を使用したときに発

生する気体について、次の問いに答えなさい。

　　①　発生する気体の物質名を答えなさい。� 〔 二酸化炭素 〕

　　②　この気体の性質として適したものを次のア～オからすべて選び、記号で

答えなさい。� 〔 イ、ウ、オ 〕

　　　ア　ものを燃やすはたらきがある。　　イ　密度が空気より大きい。

　　　ウ　無色である。　　　　　　　　　　エ　強い刺激臭がある。

　　　オ　水にとかしてできた水溶液は酸性である。

　　③　この気体と同じ気体を発生させる方法として適したものを次のア～オから 2つ選び、記号で答えな

さい。� 〔 ア、オ 〕

　　　ア　発泡入浴剤を湯に入れる。　　　イ　大根おろしにオキシドールをかける。

　　　ウ　うすい硫酸に亜鉛を入れる。　　エ　アンモニア水を加熱する。

　　　オ　ベーキングパウダーに食酢を加える。

　⑷　図 2の装置で発生する気体は、気体の中で最も密度が小さい。

　　①　用いた固体として考えられないものを、次のア～エから選び、記号で答えなさい。� 〔 エ 〕

　　　ア　亜鉛　　イ　鉄　　ウ　アルミニウム　　エ　銅

　　②　発生した気体を集めた試験管の口にマッチの火を近づけると、どのような現象が見られるか。簡単

に答えなさい。� 〔 気体が音を立てて燃える。（爆発する。） 〕
▶⑶石灰石（主成分は炭酸カルシウム）にうすい塩酸を加えると二酸化炭素が発生する。⑶③イは酸素、ウは水素、エはアンモ
ニアが発生。⑷図 2で水素を発生させる。空気中で水素に点火すると音を立てて酸素と結びつき水ができる。
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3　次の実験について、あとの問いに答えなさい。
　【実験】

　〔Ⅰ〕図 1の装置で、塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を

加熱して発生させたアンモニアを丸底フラスコに集めた。

　〔Ⅱ〕アンモニアの入った丸底フラスコを用いて図 2のような装置を組

み立て、スポイトでフラスコ内に水を入れたところ、ガラス管の先

から、赤色の液体が噴水のように出てきた。

　⑴　図 1には、気体をどのように集めるかがかかれていない。最も適

した集め方を、丸底フラスコとガラス管を点線の囲みの中にかき足

して示しなさい。また、かき足した気体の集め方を何というか。そ

の名称を答えなさい。� 〔 上方置換法 〕

　⑵　⑴のようにしてアンモニアを集めるのは、アンモニアにどのよう

な性質があるからか。2つ答えなさい。

� 〔 水にとけやすい。 〕

� 〔 密度が空気より小さい（空気より軽い）。 〕

　⑶　〔Ⅱ〕の文中の下線部のようになったのはなぜか、その理由を述べ

た次の文の①～③に適した語句をそれぞれ答えなさい。

� ①〔 減少 〕　②〔 アルカリ 〕　③〔 赤 〕

　　　スポイトで丸底フラスコ内に入れた水にアンモニアがとけ、丸底フラスコ内の気体のアンモニアが 

（　①　）する。すると、ビーカー内のフェノールフタレイン溶液を加えた水がガラス管を通ってフラス

コ内に噴き出す。噴き出したフェノールフタレイン溶液を加えた水にフラスコ内のアンモニアがとけ、

（　②　）性になるので、噴水は（　③　）色になる。
▶⑵水にとけにくい気体は基本的にすべて水上置換法で集める（より純粋な気体が集められるから）。水にとけやすい気体の場
合は、空気より密度が大きいか、小さいかによって下方置換法、上方置換法を使い分ける。

4　5種類の気体 A、B、C、D、Eがあり、これらについて、次のようなことがわかっている。これにつ
いて、あとの問いに答えなさい。

　・A～ Eは、それぞれ酸素、二酸化炭素、窒素、水素、アンモニアのいずれかである。

　・Aと Eの混合物に点火すると、爆発して水ができる。

　・同じ温度と同じ圧力のもとで、密度が空気より大きい（空気より重い）のはAとDの 2種類である。

　・Bは、体積の割合で空気中の約 78%を占めている。

　⑴　Bは何という気体か。� 〔 窒素 〕

　⑵　D、Eが発生する操作として適したものを、次のア～エから 1つずつ選び、記号で答えなさい。

� D〔 エ 〕　E〔 ア 〕

　　ア　鉄くぎをうすい塩酸に入れる。

　　イ　二酸化マンガンにオキシドールを加える。

　　ウ　塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱する。

　　エ　石灰石にうすい塩酸をかける。

　⑶　次の①～③にあてはまるものをA～ Eから１つ選び、記号で答えなさい。同じ記号を選択してもよい。

　　①　強い刺激臭がある。� 〔 C 〕

　　②　水にとかしてできた水溶液は酸性である。� 〔 D 〕

　　③　最も適した集め方は上方置換法である。� 〔 C 〕
▶空気の約8割は窒素なのでBは窒素。AとEは酸素か水素で、Aは空気より重いのでAが酸素、Eが水素。酸素以外で空気
より重いのは二酸化炭素なのでDは二酸化炭素。残るCがアンモニア。アンモニアは水にとけやすく空気より軽く刺激臭がある。

アンモニア

塩化アンモニウム
と水酸化カルシウ
ムの混合物

ガラス管

スポイト

フェノール
フタレイン
溶液を加え
た水ビーカー

図１

図２
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へのご登録で、

会員登録はこちら

文理の教材紹介 デジタルサービスや
テストのお申込み

教育情報の発信 オンラインセミナー
のお知らせ

■ Bunri Teachers’ Siteへのご登録には弊社発行の招待コードが必要です。

■ 本サイトは一般の方のご利用をお断りしております。あらかじめご了承ください。

全ページ見本 と目次をご覧いただけます。※

※一部教材を除く

株式会社文理が運営する、塾・学校の先生方のための情報サイトです。

紙面サンプルは
 ここまでです！

弊社サンプルをご覧いただき、
ありがとうございました。

とは？

https://bts.bunri.co.jp/Home/Debut?utm_source=sample_pdf&utm_medium=pdf_link



